
  
 

令和７年度 

北九州市立門司総合特別支援学校 

高等部入学者選考検査 

職業専門コース【国語】 
 

受検番号 氏  名 

  

 



【
国
語
】  

 
 
 
  

 
   

 
 

 1

、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

（
分
か
ら
な
い
漢
字
は
ひ
ら
が
な
を
使
っ
て
も
よ
い
で
す
。
） 

（１） 

調
理
実
習
は
何
月
何
日
に
行
わ
れ
ま
す
か
。 

 

（２） 

フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
必
ず
入
れ
る
く
だ
も
の
は
何
で
す
か
。 

  

（３） 

調
理
実
習
の
た
め
に
各
自
が
準
備
す
る
物
は
何
で
す
か
。 

  
    

 

（４） 

事
前
学
習
は
何
月
何
日
に
行
わ
れ
ま
す
か
。 

  

（5） 

事
前
学
習
は
、ど
こ
で
行
わ
れ
ま
す
か
。 

 

 

 

 

 

    



二
、
次
の
文
の
「
こ
そ
あ
ど
」
言
葉
の
右
横
に   

   
   

線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

（１）

皿
の
お
菓
子
は
、ど
れ
も
お
い
し
い
で
す
。 

（２）

弟
は
こ
こ
で
じ
っ
と
待
っ
て
い
た
。 

（３）

あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。 

（4）

私
は
、
そ
の
本
を
読
み
ま
し
た
。 

 

三
、
次
の
文
に
つ
い
て
、「
ほ
め
ら
れ
た
」
の
は
だ
れ
で
す
か
。
漢
字
一
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（１）

兄
は
私
を
ほ
め
た
。  

  
  

 

（２）

私
が
兄
を
ほ
め
た
。 

（３）

私
を
兄
が
ほ
め
た
。 

 
 



四
、
次
の
お
手
本
を
見
て
正
確
に
書
き
写
し
ま
し
ょ
う
。 

 

（１）

隣
の
客
は
、
よ
く
柿
食
う
客
だ
。 

  

（２）

ル
ー
シ
ー
・Ｍ
・モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
作
『
赤
毛
の
ア
ン
』 

  

（３）

休
憩
時
間  

  

十
二
時
～
十
二
時
五
十
分 

      

   



ふ
で 

し
ゅ
う 

 

か
ん 

こ
う 

 
 
 

そ
う 

き 
 
 
 
 

せ
つ  

  

き 

  
 

 

 
 
 
 
 
 

 

い
と
な 

五
、
次
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

（１）

に
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

①  
 
 
  

 
  

 
  

 
  

  
 

の
変
わ
り
目 

 

② 
 
 
 
  

 
 

重
品 

 
 
 
  

 
  

 

 
 
 
  

 
  

 
 
 
 
  

  
 
 

誌 
  

 
  

 
  

  
 
 

店
を 

 
  

 
  

  
 

む 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
 

 （２） 
 
 
  

 
 

線
の
漢
字
の
読
み
が
な
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（   
   

 

）   

（  
  

   

） 

①
花
束
を
持
つ 

 
 
 
  

 
 

②
ボ
タ
ン
を
留
め
る 

（   
   

 

）   

（  
  

   

）  
 

（   
   

 

） 

③
閉
会
式  

 
 
 

④
裁
判
所 

 
 
 
  

 
 
  

 

⑤
町
が
栄
え
る 

 

 

 
 

⑤ 

ビ
ル 

③ 

④ 



六
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

今
年
も
マ
リ
ア
ナ
の
海
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
日
本
か
ら
真
南
に
二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、ま
わ
り
に
島
一

つ
見
え
な
い
海
の
真
ん
中
で
す
。
毎
年
の
よ
う
に
こ
こ
に
や
っ
て
来
る
の
は
、ウ
ナ
ギ
が
ど
ん
な
一
生
を
送

る
生
き
物
な
の
か
を
調
査
す
る
た
め
で
す
。
あ
ざ
や
か
な
ぐ
ん
じ
ょ
う
色
の
海
は
、
白
い
船
体
を
青
く
そ

め
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。 

ウ
ナ
ギ
は
、
日
本
各
地
の
川
や
池
に
す
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
、
は
る
か
南
の
海
に
ま
で
調

査
に
来
る
の
か
、不
思
議
に
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
実
は
、
こ
こ
が
、
日
本
中
の
ウ
ナ
ギ
が
集
ま
っ
て
き

て
、
い
っ
せ
い
に
た
ま
ご
を
産
む
場
所
な
の
で
す
。
こ
こ
で
生
ま
れ
た
ウ
ナ
ギ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、海
流
に
流

さ
れ
、
し
だ
い
に
成
長
し
な
が
ら
、
は
る
ば
る
日
本
に
や
っ
て
来
ま
す
。 

こ
こ
が
そ
の
場
所
だ
と
分
か
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
ウ
ナ
ギ
の
生
態
は
深
い
な

ぞ
に
包
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。 

た
ま
ご
を
産
む
場
所
を
さ
が
す
調
査
は
、
よ
り
小
さ
い
ウ
ナ
ギ
を
追
い
求
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
調
査
で
は
、目
の
細
か
い
大
き
な
あ
み
を
使
っ
て
、
海
の
生
き
物
を
集
め
る
作
業
を
く
り
返
し
ま

す
。
あ
み
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
形
の
小
さ
な
生
き
物
が
入
り
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
、
レ
プ
ト
セ
フ

ァ
ル
ス
と
よ
ば
れ
る
、
ウ
ナ
ギ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
さ
が
す
の
で
す
。 

『
ウ
ナ
ギ
の
な
ぞ
を
追
っ
て
』  

塚
本
勝
巳 

 
 

ア 

イ 

ウ 

① 



（１） 

こ
の
文
章
は
、
い
く
つ
の
段
落
で
で
き
て
い
ま
す
か
。
漢
数
字
で
答
え
ま
し
ょ
う
。 

  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
  

 

（２） 

① 
   

   
 

線 
の
「
こ
こ
」
と
同
じ
意
味
の
言
葉
を
文
中
か
ら
六
字
で
書
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。   

  

（３） 

作
者
が
毎
年
の
よ
う
に
① 

   
  

   
線
「
こ
こ
」
に
来
る
理
由
を
文
中
か
ら
二
十
五
字
で
さ
が

し
、
最
初
と
最
後
の
四
文
字
を
書
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。    

   
 
 

 
  

  

（4） 
   

   
  

線 

ア
、
イ
、
ウ
を
「
感
想
・意
見
」
と
「
事
実
」
の
い
ず
れ
か
に
分
け
て
記
号
で
答
え
ま 

し
ょ
う
。 

感
想
・意
見 

   
   

  
   

 

事
実 

 

（５） 

ウ
ナ
ギ
が
た
ま
ご
を
産
む
場
所
を
さ
が
す
た
め
に
始
め
た
こ
と
は
何
で
す
か
。
文
中
か
ら
十
二
字

で
さ
が
し
て
書
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

こ  

と  

を  

始  

め  

た  

  

  
 段

落 

～ 

 
 

。 



 

 
     

        

 

令
和
七
年
度 

 

門
司
総
合
特
別
支
援
学
校 

 

 

高
等
部
入
学
者
選
考
検
査  

職
業
専
門
コ
ー
ス
【
作
文
】 



 

「
自
由
な
時
間
の
過 す

ご
し
方
」
に
つ
い
て
、作
文
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。 

書
く
時
は
、次
の 

（１）

～
（３）

に
従

し
た
が

っ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（１）

原
稿

げ
ん
こ
う

用 よ
う

紙 し

の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、一
行
目
か
ら
本
文
を
書
き
始
め
ま
し
ょ
う
。 

（２）

二
六
〇
文
字
以
上
、三
〇
〇
文
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

（３）

二
段 だ

ん

落 ら
く

構
成

こ
う
せ
い

と
し
、 

       
     

一
段
落
目
に
は
、 

・家
で
の
楽
し
み
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
す
る
た
め
に
、何
を
し
て
い
る
か
を
、
具
体
的
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

二
段
落
目
に
は
、 

・学
校
の
休
み
時
間
、何
を
し
て
過
ご
し
て
い
る
か
を
、具
体
的
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 



 

令和７年度 

 

北九州市立門司総合特別支援学校 

高等部入学者選考検査 

職業専門コース【数学】 

 

 
 

 

 

検査時間３０分 

 

 

 

受検番号 氏    名 

  

 



- 1 - 

 

 

次の計算をしなさい。 

（１） ６５ - ２８ ＝               （２） ４８ ×  ９  ＝ 

 

（３） ２８８ ÷ ９ ＝ （４） ７．３ ＋ ０.８  ＝ 

 

（５）  ４ × ２．４  ＝ （６） ６ ＋ ６ ÷ ２ ＝ 

 

 次の各
かく

問いに答えなさい。 

 （１） 千を ３こ、百を ２こ、一を ５こ 集めた数を書きなさい。 

 

 

（２） １０月 ３日が月曜日のとき、次の週の木曜日は何月何日ですか。 

 

（３） 午前３時１５分から午後８時１０分までの時間は、何時間何分ですか。 

 

（４） 次のお金の合計
ごうけい

金額
きんがく

を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

     

２ 

 

 

          月       日 

  円 

円
えん

 

 時間     分 

 

 



- 2 - 

 

 

次の各問いに答えなさい。 

 

（１） 定規
じょ うぎ

を使って下の線を測
はか

り、その長さを答えましょう。 

 

 

 

（２） 下の丸い点から右方向に、４ｃｍ６mm の長さの線を引きましょう。 

 

   ・ 

 

 

 

次の各問いに答えなさい。 

 

（１）にんじん３本の重
おも

さをはかりではかると、 

右のようになりました。針
はり

は何グラムを指
さ

していますか。  

 

 

 

（２）（１）のにんじん３本にもう１本を加えて、１袋
ふくろ

にしました。にんじん１本分の重さの

平均
へいきん

は、１７０グラムです。加えたにんじん１本の重さは何グラムですか。 

（式） 

 

 グラム 

グラム 

４ 

 

 

３ 

 

 

ｃm 

 



- 3 - 

 

 

 次の各問いに答えなさい。 

（１）１５０このみかんがあります。２３人に６こずつ配ると残りはいくつになりますか。 

（式） 

 

（２） 電車で遊園地に行きました。片道
かたみち

の電車代は３５０円でした。遊園地の入場料
にゅうじょうりょう

は 

４５００円でした。往復
おうふく

の電車代と遊園地の入場料、合わせていくらかかったでしょう。 

（式） 

 

 

（３） 時速３000ｍで歩いている人がいます。この速さで 20 分間歩いたとすると、進んだ

距離
き ょ り

は何ｋｍですか。 

（式） 

 

 

（４） 次の長方形の面積
めんせき

を求めなさい。 

 

 

 

 

ｋｍ 

 

    円 

５ 

 

 

       こ 

 

㎠ 

 

７ｃｍ 

５ｃｍ 



- 4 - 

 

 

次の各問いに答えなさい。（商品の金額は、すべて税込
ぜいこみ

価
か

格
かく

です。） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（１） ３割引きとは何％引きのことですか。 

 

 

（２） B店の割引き後の T シャツの値段
ね だ ん

は何円ですか。 

（式） 

 

 

（３）  A店の割引き後の T シャツの値段は何円ですか。 

   （式）  

 

 

（４）  A店と B店ではどちらの店がいくら安いですか。 

                                                   

（式） 

 

 

  円 

円
えん

 

  ％引き 

円
えん

 

６ 

 

 

  円 

円
えん

 

 

 店
 ん

 

           

  
    

    

 

 店
 ん

 

           

  
  

 
 

     

  店が      円安い 

円
えん

 



- 5 - 

 

 
 

門司
も じ

総合
そうごう

駅
えき

の時刻表
じ こ くひ ょ う

を見て、次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）午後は、全部で何本の電車がありますか。 

 

 

（２）門司総合駅から、A駅までは１５分かかります。１５時５４分の電車に乗ったら何時何

分に A駅に到着
とうちゃく

しますか。 

 

 

（３）門司総合駅から、B 駅までは２０分かかります。14 時 07 分に B 駅に着くためには、遅
おそ

くとも何時何分の電車に乗らないと間に合いませんか。 

 

門司総合駅 時刻表 

時 分 

８ 2５   48 

９ 04   43 

１０ 21   47 

１１ 24   46 

１２ ２７  5８ 

１３ 45 

１４ 44 

１５ ０6   54 

１６ 19   46 

１７ １0   ４2 

１８ １7   46 

１９ 20   ４2 

２０ ２1   47 

２１ 25 

７ 

 

 

  本 

円
えん

 

  時      分 

円
えん

 

  時      分 

円
えん

 

門司総合駅 時刻表 

時 分 

８ 2５   48 

９ 04   43 

１０ 21   47 

１１ 24   46 

１２ ２７  5８ 

１３ 45 

１４ 44 

１５ ０6   54 

１６ 19   46 

１７ １0   ４2 

１８ １7   46 

１９ 20   ４2 

２０ ２1   47 

２１ 25 

 


